
海外スタートアップ支援機関と連携したプログラムの成果発表を行います！

愛知県では、海外の先進的なスタートアップ支援機関との連携を積極的に進めてきま
した。具体的な取組として、シンガポール国立大学、中国・清華大学のスタートアッ
プ支援機関 TUSホールディングス、アメリカ・テキサス大学オースティン校、フランス・
経営大学院 INSEADとそれぞれスタートアップ支援プログラムを実施しています。
Aichi Global Innovation Day では、これらの海外連携プログラムに参加したスタート
アップや事業会社からプログラムの成果等について発表し、視聴者の皆様との交流や
この地域におけるさらなるオープンイノベーションの促進を目指します。

開催方式

会場

定員

オンライン（Zoom)

200 名

申込 /視聴方法 裏面をご確認ください。

3 会場（それぞれ Zoomリンクを発行）

Aichi-China Innovation Program
中国を代表するインキュベーション拠点を運
営する TUS ホールディングスと連携して実施
するスタートアップ支援プログラムです。
TUS ホールディングス関係者によるメンタリ
ングに加え、法務・知財や中国ビジネスに対
する知見を有する国内メンターのサポートを
受け、中国ビジネス展開を目指す 3社のスター
トアップが成果について発表します。

A2 (Aichi-Austin)  Innovation
Kick-start  Program
全米で有数の歴史あるインキュベーション施設
を有するテキサス大学オースティン校（UTA）
と連携し、県内スタートアップのグロース・北
米市場展開支援プログラムを実施しています。
NASA が開発した「Quicklook レポート」によ
る企業分析を経て、5 か月にわたる UTA から
のマンツーマンによる北米市場展開支援を受け
た5社のスタートアップのピッチを行います。

INSEAD Innovation Program for Aichi
世界第１位の経営大学院 INSEAD と連携したイ
ントレプレナー / 新規ビジネス開発人材の創出
を目的とするプログラムです。このプログラム
を統括する INSEAD アントレプレナーシップセ
ンター長をモデレーターに招き、多国籍企業の
オープンイノベーションの活用について考察す
るパネルディスカッションを実施します。

クロージングセッション
「各連携プログラムの振返り」
海外機関との連携にはチャレンジがつきもの
です。Creww 小田健博氏（ステーション Ai 早期支援
拠点統括マネ―ジャー）をモデレーターに招き、４
つのプログラムの担当者が、苦労話や気づき、
今後「愛知」が取り組むべきことなどを、ざっ
くばらんな雰囲気で語ります。

あいちスマートサスティナブルシティ共創チャ
レンジwithシンガポールイノベーションエコシステム
シンガポール国立大学の協力を得ながら、県
内の企業や団体、国内及び東南アジアのスター
トアップ等との共創により、愛知県の課題（チャ
レンジ）解決を目指します。４社・団体のチャ
レンジオーナー、13 社のスタートアップ等（国
内７社、アジア６社）が、課題解決に向けて検討
している PoC の経過や成果を発表します。

Asia Site

Asia Site 13:00 - 18:30

West Site 13:00 - 14:50

Global Site 16:30 - 19:50

West Site Global Site
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13:00-13:20

＜休憩＞

＜終了＞ ＜休憩＞

＜終了＞

＜終了＞

13:00-13:20

オープニング（愛知県知事挨拶（ビデオ）、全体説明）オープニング（愛知県知事挨拶（ビデオ）、全体説明）

13:20-16:20

あいちスマートサスティナブルシティ共創チャレンジ
withシンガポールイノベーションエコシステム  DemoDay

13:20 オープニングセレモニー（愛知県、株式会社ICMG） 13:20 開会挨拶/事業説明（愛知県、有限責任監査法人トーマツ）

16:30 開会挨拶/事業説明（愛知県/INSEAD）

18:25 クロージング

16:50 パネルディスカッション
「多国籍企業がオープンイノベーションをどのように活用してい
るかについての考察」
モデレーター：
INSEADアントレプレナーシップセンター長フィリップ・アンダー
ソン氏（INSEAD Innovation Program for Aichi統括教授）
パネリスト：グローバル企業関係者（調整中）

18:50 セッション
スピーカー：株式会社ICMG、有限責任監査法人トーマツ
PwCコンサルティング合同会社
モデレーター：Creww株式会社小田健博氏

19:45 閉会の挨拶

14:40 クロージング

13:30 オースティンのエコシステム概要 / SXSWイベントレポート
テキサス大学オースティン校

13:40 Workshop参加者による振り返り

14:10 プログラム参加スタートアップピッチ
Craif株式会社、グランドグリーン株式会社、株式会社Sonoligo（全て名古屋市）
パイフォトニクス株式会社（静岡県）、FiberCraze（一宮市）

16:45 開会挨拶（愛知県、TUSホールディングス）

16:55 事業説明（有限責任監査法人トーマツ）

17:00 トークセッション「中国スタートアップとの組み方」
国内事業会社、中国スタートアップとのオープンイノベーション支援者（予定）

17:45 ハンズオン支援スタートアップトークセッション
スタートアップ：株式会社U-MAP、グランドグリーン株式会社
SWIMMER株式会社（全て名古屋市）
メンター：匠新グループ創業者　田中年一氏

18:25 クロージング

13:40 チャレンジ1発表（シェアリング）
「ものづくりの愛知県からDXによる製造業の新モデル創造
（仮称：新KAIZENモデル）」
チャレンジオーナー：旭鉄工株式会社
スタートアップ：Sentient.io（シンガポール）、Y4.COM（福岡市）、CAWIL.AI（フィリピン）

14:15 チャレンジ2発表（シェアリング）
「新たな移動のエコシステムとビジネスモデルの構築」
チャレンジオーナー：アイシン精機株式会社
スタートアップ等：YajanTech（台湾）、特定非営利活動法人ながいく（長久手市）
AImatix（チャレンジ4と合同）（シンガポール）

15:00 チャレンジ3発表（シェアリング）
「南知多町をモデルとした世界・都市・地域に生きる新たな生活モデルの創造」
チャレンジオーナー：南知多町
スタートアップ等：株式会社yaotomi（名古屋市）、Qlue（インドネシア）
ANAホールディングス株式会社（東京都）、ユニアデックス株式会社（東京都）

15:45 チャレンジ4発表（シェアリング）
「空港を起点としたSMART SUSTAINABLE CITYの可能性追求」
チャレンジオーナー：中部国際空港株式会社
スタートアップ：パワーウェーブ（豊橋市）、H2L株式会社（東京都）

16:10 クロージング

16:45-18:30

Aichi-China Innovation Program Session

13:20-14:50

A2  （Aichi-Austin） Innovation Kick-start  Program
Session

16:30-18:30

INSEAD Innovation Program for Aichi
オープンイノベーションセッション

18:50-19:50
クロージングセッション「各海外連携プログラムの振返り（仮）」

下記 URL または右の QR コードから、「Aichi Global Innovation Day」Web
サイトにアクセスし、申込フォームに必要事項を記入のうえお申込みください。

※申込フォームは、Cookie 対応のブラウザでないと動作しませんので、非対応の方はお問合
せ先までご連絡ください。

http://www.aichi-startup.jp/global

申込方法

お申込みいただいた方に、登録メールアドレスあて視聴用のZoomリンクを送付します。
視聴方法

お問合せ先

タイムテーブル

愛知県 経済産業局
スタートアップ推進課
海外連携グループ
              052-954-7474
              startup@pref.aichi.lg.jpメール

電話


